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 マルティン・ニーメラーの「はじめに彼らは共産党員に向かって行ったが、私は声を上

げなかった ―  共産党員でなかったから／つぎに彼らは労働組合員に向かったが、私は声

を上げなかった ―  労働組合員でなかったから／それから彼らはユダヤ人に向かって行っ

たが、私は声を上げなかった ―  ユダヤ人でなかったから ／そして彼らは私に向かって

来たとき ―  私のために声を上げてくれる人はひとりも残っていなかった」という言葉を、

私は何回、「今、声を上げるべきだ」と思い、引用させてもらったことか。ニーメラーは、

ヒトラー、ナチズムに反抗し、ダッハウの強制収容所に収監され、このような言葉を残し、

尊敬すべき神学者であると認識していたが、彼の生涯については全く知らなかった。 

 米国のドイツ近現代史を専門とする M・D・ハケネス教授が、原題『彼らが私に向かって

来たとき』を著した。穐田信子氏が『マルティン・ニーメラー ヒトラーに逆らった牧師』

と題して翻訳、出版した。ニーメラーを知りたくて読んだ。実に興味深かった。それは、

人間は環境に育てられるが、信仰によって人格、思想は変わり得るという点にあった。 

 ニーメラーはルター派の牧師の次男として、1892 年に生まれた。名の「マルティン」は

もちろん「マルティン・ルター」から取ったものである。彼は教会の庇護の下で生き、成

長した。ルター派は、国はこの世の出来事を扱い、教会は霊的な事柄を扱う「二王国説」

を説いていた。彼は、教会の信仰に養われ、同時に、徹底したドイツ愛国主義者で「君主

の臣民に限る」を信条とした。英国の海軍に負けまいと海軍に入り、悪名高い U ボートの

指揮官として、多くの戦果を上げた。皇帝に仕える使命に生きた訳である。しかし、第一

次世界大戦でドイツは敗北し、ヴィルヘルム二世は退位し、社会主義政府の民主共和国に

なった。国民は職を失い、貧困と飢えに苦しんだ。目標を失ったニーメラーは苦しみ抜い

て、ドイツの新生を求め、牧師になる決心をする。時代は、ヒトラーの政策に国威発揚を

期待した。ヒトラーは驚くほど勢力を拡大し、独裁者の地位を得ていった。ニーメラーも

ヒトラーにドイツの将来を託したいと思ったのか、「ヒトラーに投票したのは事実です」と

告白している。ナチズムの人気にあやかり、教会は「ドイツ的キリスト者運動（DC）」を起

こし、多くの支持者を得て、ユダヤ人に関するもの ―  旧約聖書をも排除したがった。ニ

ーメラーは有能な人だったので、色々なグループから誘われて、懸命に働いたが、ヒトラ

ーを重んじる DC の教会政策を是認できず、「苦難と十字架へ続く道を歩む」との思いで対

立するようになった。しかし、徹頭徹尾反ヒトラーだったボンヘッファーと会うが、まだ

自らの海軍時代を誇り、ヒトラーの下でも国家への忠誠を発揮したかったニーメラーは、

ボンヘッファーに同意できなかった。教会は、イエス・キリストが生死において信従すべ

き神の言葉であるとする「バルメン宣言」を出した「告白教会」と、ヒトラーに心酔する

DC に分裂し、激しく争った。ニーメラーは教会の争いを嫌った。そして、DC は政治目的の

ために福音をゆがめていると「勇気をもって信仰を告白し、必要なら受難も辞さない」と、

苦難を負って福音に与る信仰を得て、「バルメン宣言」の起草者・バルトと近しい関係にな

った。彼は反ナチ抵抗運動のリーダーという存在になっていった。1937 年、ゲシュタボ本

部に連行され、10 年近い獄中生活を強いられている。本書の「帯」には、「U ボートの艦長

から国粋主義的な牧師へ／ナチ党支持者からヒトラーの特別囚人へ／教会改革の指導者か

ら平和運動の旗手へ／神を仰ぎつつ自己変革し続けた男の生涯」と書かれている。この変

革を成し遂げたのは、他者を無視、黙殺する罪を認めたこと、また、イエス・キリストの

十字架の言葉に聞き入る信仰があったからである。罪とは他の人を無視することである。

聖書が語る福音を読み解く謙遜を学びたいと痛感した。 


